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千
葉
県
の
75
歳
以
上
の
方
が
加
入
し
て

い
る
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料

の
値
上
げ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
2
月
10

日
に
開
か
れ

る
後
期
高
齢

者
医
療
広
域

連
合
議
会
で

審
議
さ
れ
ま

す
。
値
上
げ

は
図
の
と
お

り
、
一
人
当

た
り
平
均
保

険
料
年
額
が

2
4
8
9
円

引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢

者
医
療
保
険

は
、
2
年
ご
と
に
保
険
料
を
見
直
し
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
生
活

実
態
に
関
係
な
く
、
高
齢
者
人
口
や
医
療

費
の
伸
び
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
値
上
げ

す
る
し
く
み
で
す
。
連
合
会
は
「
一
人
当

た
り
の
医
療
給
付
費
は
1
･
2
5
％
増
の

伸
び
だ
っ
た
が
、
①
国
が
後
期
高
齢
者
負

担
率
を
上
げ
た
こ
と
、
②
都
道
府
県
ご
と

の
平
均
所
得
と
の
比
較
で
交
付
金
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
」
と
値
上
げ
の
理
由
を
説
明

し
て
い
ま
す
。

基
金
使
え
ば
値
下
げ
も
可
能

　

特
に
問
題
な
の
は
、
千
葉
県
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
財
政
安
定
化
基
金
が
約
66

億
円
も
積
み
立
て
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
活

用
し
な
い
こ
と
で
す
。
仮
に
66
億
円
を
全

額
取
り
崩
せ
ば
、
値
上
げ
ど
こ
ろ
か
一
人

平
均
年
額
3
0
0
0
円
余
の
引
き
下
げ
が

で
き
ま
す
。

　

す
で
に
26
・
27
年
度
の
保
険
料
を
抑
制

す
る
た
め
11
の
道
府
県
で
こ
の
基
金
が
活

用
さ
れ
、
東
京
都
も
新
年
度
基
金
を
活
用

す
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
千
葉
県
と
千

葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
は
、
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
に
か
け

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

狙
わ
れ
る
大
改
悪

　

さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
低
所
得
者

（
加
入
者
の
4
割
強
）
の
保
険
料
を
大
幅

に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
大
改
悪
を
許
さ
ず
、
安
心
の
医
療
制
度

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

4
月
か
ら
保
険
料
値
上
げ
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船
橋
市
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン

タ
ー
は
北
本
町
の
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
中
に
あ
り
ま
す
。
「
友
達
と
遊

べ
な
い
」
「
落
ち
着
き
が
な
い
」
「
こ

だ
わ
り
が
強
い
」
「
こ
と
ば
が
遅
れ
て

い
る
」
「
体
を
動
か
す
こ
と
が
苦
手
」

な
ど
の
就
学
前
の
こ
ど
も
の
発
達
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相

談
は
心
理
発
達
相
談
員
、
言
語
聴
覚

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

保
育
士
の
ス
タ
ッ
フ
が
受
け
ま
す
。

　

2
0
0
5
年
、
関
係
団
体
の
長
年

の
運
動
が
実
り
、
日
本
共

産
党
を
含
む
超
党
派
の
議

員
立
法
と
し
て
成
立
し
た

「
発
達
障
害
者
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
は
そ
れ
ま
で
支
援

の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

発
達
障
害
者
に
対
す
る

国
・
地
方
自
治
体
の
支
援

の
責
務
を
う
た
い
、
乳
幼

児
期
や
就
学
時
の
健
康
診

断
で
の
早
期
発
見
や
早
期

発
達
障
害
な
ど
の
子
育
て
支
援
機
関

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い

電話受付
（月～金／９：００～１７：００）
☎０４７-４０９-１７５４

来所による受付面接は予約制。相談
は無料。電話相談は18歳まで受付。

こども発達相談センターの連絡先

増
え
る
相
談
件
数
、
体
制
の
拡
充
を

　

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
体
制
強
化
が
伴
わ
ず
、
「
個
別

相
談
は
２
～
３
ヶ
月
に
１
回
」
と
い

う
状
況
で
「
足
り
て
い
な
い
」
の
が

実
態
で
す
。
ま
た
幼
稚
園

や
保
育
園
か
ら
の
巡
回
相

談
の
申
し
込
み
も
増
え
て

お
り
、
体
制
の
拡
充
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
現

在
、
12
名
の
心
理
発
達
相

談
員
の
う
ち
、
9
名
は
非

常
勤
で
す
。
さ
ら
に
言
語

聴
覚
士
は
7
名
全
員
が
非

常
勤
で
す
。
他
市
で
配
置

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
い
な
い
な
ど
、
十
分
な
体
制

が
敷
か
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

必
要
な
専
門
職
と
人
員
を
増
や
し
、

市
民
が
十
分
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

発
達
支
援
を
す
す
め
る
、
専
門
的
な

医
療
機
関
を
確
保
す
る
、
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

船
橋
市
で
は
2
0
0
5
年
4
月
、

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事

①
相
談
業
務 

②
施
設
相
談 

③
幼
稚
園
・
保
育
園
等
の
巡
回
相
談 

④
医
療
、教
育
、保
健
、子
育
て
支
援
な
ど
諸

機
関
と
の
連
携 

⑤
親
子
教
室（
親
子
で
通
所
し
、
遊
び
や
生

活
指
導
が
行
わ
れ
る
） 

⑥
専
門
家
に
よ
る
講
演
の
開
催 

⑦
グ
ル
ー
プ
療
育
（
２
･
３
歳
児
の
グ
ル
ー

プ
、
幼
稚
園
や
保
育
園
の
通
園
児
向
け
の
グ

ル
ー
プ
、年
長
児
中
心
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
）

「
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
本

郷
町
に
開
所
し
、
昨
年
10
月
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
さ
せ
ま
し

た
。

こども発達相談センター相談人数（単位：人）

2012年度 2014年度2013年度
センター相談
電話相談
施設出張相談
合計

2,729
818
779
4,326

2,842
838
774
4,454

3,294

4,989

882
813
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